
２
０
１
１
年
春
闘
は
、
大
企
業
の
内

部
留
保
を
労
働
者
・
国
民
に
還
元
さ
せ

内
需
拡
大
で
景
気
回
復
を
図
る
こ
と
。

労
働
法
制
の
抜
本
的
改
正
に
よ
る
雇

用
安
定
と
賃
金
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
。

社
会
保
障
の
拡
充
な
ど
国
民
生
活
を

最
優
先
す
る
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
る

取
り
組
み
、
戦
争
阻
止
、
核
の
な
い
世

界
、
基
地
の
な
い
平
和
な
日
本
な
ど
国

民
的
課
題
と
結
ん
だ
共
同
し
た
願
い
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
希
望
者
へ
の
Ｊ

Ｒ
等
へ
の
雇
用
を
実
現
さ
せ
、
国
労
組

織
の
拡
大
・
強
化
を
勝
ち
取
る
こ
と
。

Ｊ
Ｒ
お
よ
び
関
連
労
働
者
の
組
織
化

と
非
正
規
の
正
社
員
化
、
待
遇
改
善
の

取
り
組
み
、
地
域
の
仲
間
と
も
連
帯
し

て
国
民
春
闘
と
し
て
闘
う
。

２
０
１
１
年
度
賃
金
要
求
・
労
働
条

件
改
善
要
求
を
２
月
に
、
Ｊ
Ｒ
各
社
へ

一
斉
に
申
し
入
れ
ま
す
。
中
央
行
動
は

ゾ
ー
ン
を
設
定
し
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

、
３
月
上
・
中
旬
に
貨
物
中
央
行
動
が

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
職
場
か
ら
「
安
全

総
点
検
運
動
」
を
強
め
、
交
運
労
協
の

総
決
起
集
会
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
「
世
界
安
全

行
動
デ
ー
」
、
国
労
の
「
４
・
25
安
全

行
動
日
」
等
で
全
国
一
斉
宣
伝

行
動
を

行
い
ま
す
。

新
潟

地
本
で
は
、
２
月
26
日
に
春
闘

学
習

会
を
開
催

、
３
月
１
日
に
春
闘
総

決
起
集
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
全
組

合
員
の
結
集
を
お
願
い
し
ま
す
。
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国
鉄
新
潟①生活改善、ベースアップの獲得。初任給の

改善。第二基本給制度の廃止。

②成果主義賃金制度導入反対。差別の無い公

正な人事・賃金制度の確立。

③会社間格差の是正・出向制度および出向先

の労働条件の改善。

④５５歳以上と６０歳以上の在職条件の改善。

６５歳定年制度の確立。

⑤サービス残業の根絶。年間総実労働時間１

８００時間実現と労働時間短縮。目標として時

間外割増率５０％、休日割増率１００％の実現。

作業ダイヤの見直しと要員の確保。労働時間の

抜本的な改善。

⑥人減らし「合理化」反対。要員確保と技術

継承、教育の充実、安全・安定輸送の確立。業

務委託・外注化反対。

⑦パートタイム・契約・派遣労働者の正社員

化の実現。

２
月
26
日
（
土
）
10
時
〜

地
本
事
務
所

学
習
会
の
内
容
は
、
「
偽
装
請
負
」

に
つ
い
て
〜

昨
年
の
学
習
会
で
も

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
内
容
を
も
っ
と
掘
り

下
げ
て
今
、
現
場
で
実
際
に
起
こ
っ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
偽
装
請
負
な

の
か
、
ど
う
な
の
か
、
法
律
の
専
門

の
立
場
か
ら
判
断
し
て
い
た
だ
い
て

職
場
の
運
動
に
、
い
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
合
同
法
律
事
務
所
の
金

子
弁
護
士
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し

た
。地

本
で
は
、
職
協
な
ど
お
願
い
し

職
場
で
発
生
し
て
い
る
具
体
的
な
問

題
に
つ
い
て
事
前
に
集
約
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
そ
の
問
題
を
中
心
に

議
論
し
て
い
く
〜
学
習
会
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。



１
月
に
入
っ
て
か
ら
、
冬
型
の
気
圧
配

置
が
続
き
新
潟
市
内
も
大
雪
に
な
っ
て
い

ま
す
。
山
沿
い
の
上
越
線
・
信
越
本
線
な

ど
を
は
じ
め
、
全
て
の
線
区
で
大
雪
に
な
っ

て
い
ま
す
。
除
雪
列
車
が
フ
ル
稼
働
で
運

転
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
新
幹
線
も
雪
の
影
響
で
遅
れ

て
い
ま
す
。
運
行
シ
ス
テ
ム
の
故
障
で
東

日
本
の
全
て
の
新
幹
線
が
遅
れ
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
改
善
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

毎
年
、
団
交
で
の
要
求
事
項
に
な
っ
て
い

る
冬
季
の
問
題
点
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
要
員
の
合
理
化
な
ど
が
、
原
因
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
〜
。
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今年も「文芸特集」を続けていきた

いと思いますので、よろしくお願いし

ます。今回は、「鉄道川柳」平成２２

年７月号です。退職者の方からお借り

している「鉄道川柳」の句を、シリー

ズで連載してきましたが、わずかになっ

てきました。

「文芸特集」を連載記事として続け

ていきたいと思っています。組合員・

退職者の方々からの、投稿をよろしく

お願いします。川柳・俳句・短歌・詩

など、投稿をお待ちしています。

また、それ以外に何か新しい企画な

ど案がありましたら、合わせて地本・

教宣部へご連絡ください。地本の機関

紙は、文芸やスポーツ、音楽など広く

載せていきたいと考えています。趣味

や地域での活動など、いろいろあると

思います。どんなことでもお寄せくだ

さい。 （地本・教宣部）


